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第1号議案　2019年度　事業報告の件

Ⅰ　本部報告事項

1.活動の概要

　2019年度は「平成」に続く新元号「令和」が5月1日に施行されて、新しい時代を歩み始めました。

　日本の製造業における平成の30年間は、ものづくりの技術革新とグローバル化が進んだ時代であったといえます。

　いま、日本の製造業を取り巻く環境はAIやIoTなどのデジタル技術の急速な発達で、大きな変革の波が押し寄せています。日本の

産業構造は大きな変革期にあり、ばね産業の顧客である電機・電子、機械業界は業態を大きく変化させています。最大の顧客である

自動車業界もコネクティッド、自動化、シェアリング、電動化、いわゆる「CASE」と呼ばれる次世代技術で、自動車の概念が大きく変わろ

うとしています。また、長年をかけて構築してきた国際競争力やビジネスモデルが一瞬にして崩壊し、競争が新たな未体験の領域に移

る可能性も高まっています。

　図1は平成の30年間の「日系メーカーの自動車生産台数」を示したものです。特に、日本経済を牽引してきた自動車産業では平

成元年（四輪車）の国内生産台数1302万台/海外生産台数233万台から、平成30年では国内生産台数972万台/海外生産台

数1996万台と推移することで、製造業のグローバル化に大きな影響を与えました。

　一方、日本のばね産業における平成の30年間は、図2に示す「金属製ばね　平成30年間の生産金額」は平成元年（1989年）

の3,678億円から平成30年（2018年）では3,379億円と推移しました。また、図3には「金属製ばね　平成30年間の生産重量」を示

しました。顧客である電機・電子、機械、自動車業界の事業構造が大きく変化、反映した結果の数値と考えられます。（出典：経済産業

省　金属製品統計月報）

　2019年度の日本ばね工業会の事業活動は3支部（東部・中部・西部）と4委員会（総務委員会・技術委員会・標準化会議・技能

検定委員会）を中心とした重点運営を実施し、次の3主要事業を推進してきました。

(1)　標準化事業　　　　　ばねに関する規格・基準の制定と普及

(2)　技能検定事業　　　　金属ばね製造技能士の育成、および資格認定試験の受託・実施

(3)　統計事業　　　　　　ばねの生産動向、市場規模・動向の把握

図1：日系メーカー　平成30年間の自動車生産台数
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図2：金属製ばね　平成30年間の生産金額（億円）
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図3：金属製ばね　平成30年間の生産重量（ton）
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2.社員総会の開催

名　称 開催日・場所 議　案

第8回社員総会 2019年5月28日
ホテルメルパルク大阪

第1号議案　2018年度　事業報告書の件
第2号議案　2018年度　収支決算の件
第3号議案　2019年度　事業計画の件
第4号議案　2019年度　収支予算の件
第5号議案　団体賛助会員の年会費の件
第6号議案　役員補欠選任の件
第7号議案　規程類一部改定の件
第8号議案　その他
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3.会長表彰

社員総会、支部年次大会において次のとおり会長表彰を受けた。

（1）国家褒章

旭日単光章 青戸　隆章 氏　　葵スプリング株式会社　

 藍綬褒章 熊谷　保利 氏　　平和発條株式会社

（2）本部役員表彰 該当なし

（3）支部役員表彰 伊達　政弘 氏　　株式会社エスピージーフコク（東部）

（4）本部委員会委員表彰

技術委員会委員 森田　国樹 氏　　村田発條株式会社

　　　〃 中村　義明 氏　　中庸スプリング株式会社　　

標準化会議委員 道端　一久 氏　　三菱製鋼株式会社

技能検定委員会委員 夏井　克典 氏　　株式会社多賀製作所

　　　〃 山元　光政 氏　　サンコール株式会社

（5）優良ばね製造技能者 プラチナ賞 10社 18名

金　　賞  12社 24名

銀　　賞 8社 20名

（6）優良従業員表彰 東部支部 15社 49名

中部支部 13社 35名 

西部支部 16社 35名

合　　計  44社 119名

4.理事会の開催

　理事会は5回開催された。

開催日・場所 議　案（主な内容）

第36回理事会
2019年5月8日
日本工業倶楽部会館（東京）

審議事項
1.2018年度　事業報告及び収支決算の件
2.役員補欠選任の件
3.第8回社員総会の件
4.顧問の解委嘱の件
5.2018年度　会長表彰受賞者の件
6.支部運営規程一部改定の件
7.委員会委員選任の件
8.JSMA規格一部改定の件

報告事項
1.その他（会員異動等）
2.社員総会及び関連行事の準備状況について

第37回理事会
2019年5月28日
ホテルメルパルク大阪（大阪）

審議事項
1.春の褒章受章者の件
2.副会長（業務執行理事）選定の件

第38回理事会
2019年9月4日
ホテルルブラ王山（名古屋）

報告事項
1.支部活動報告
2.委員会活動報告
3.その他（会員異動等）
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第39回理事会
2019年12月4日
ホテルメルパルク大阪（大阪）

報告事項
1.支部活動報告
2.委員会活動報告
3.その他（会員異動等）
審議事項

1.会員入会の件
2.委員会委員変更の件
3.第9回定時社員総会及び定例理事会日程等の件
4.JSMA規格の件

第40回理事会
2020年3月25日
書面決議

審議事項
1.2020年度　事業計画の件
2.団体賛助会員年会費及び収支予算の件
3.JSMA規格の件
4.2019年度　会長表彰受賞者の件
5.第9回社員総会の開催と招集の件
6.委員会委員選任の件
報告事項

1.2019年度　事業報告の件
2.その他（会員異動等）

5．監事による監査等

　監事は、監事監査等を次のとおり実施した。

　　2019年度事業報告及び収支決算書については2020年4月24日にその内容を監査した。

6．会員の異動

　(1) 会員の入会 1社

　正会員 西部支部  有限会社広陵発條製作所(広島県)
　(2) 会員の退会 1社

　正会員 西部支部  株式会社三洋スプリング製作所(大阪府)

　(3) 期末会員数

区　分 支部別等 2019年3月末 2019年度増減 2020年3月末

正会員

東部支部 79 ±0 79 ＊

中部支部 55 ±0 55 ＊

西部支部 80 ±0 80 ＊

合　計 214 ±0 214 ＊

賛助会員 38 ±0 38 ＊

＊ 東部支部　日東発条工業株式会社、中部支部　名古屋発條工業株式会社、賛助会員　アジアプランニング株式会社より退

会（3月末）のご連絡をいただいておりますので、4月からは東部支部78社、中部支部54社、正会員合計212社、賛助会員37社

となっております。




